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課題1: λ計算に関する以下の判断の導出を示せ:

• x = λy.y ` x (x x) ⇓n 〈•, λy.y〉

• x = λy.y ` x (x x) ⇓v 〈•, λy.y〉

• v, w, x = v ` (λy.x)[x] ⇒ λy.v

• v, w ` (λx.λy.x) v w −→n (λy.v) w

課題 2: 拡張 λ項に関する以下の問からふたつ以上選んで解答
せよ．

1. recf.λx.t が再帰関数として働く様子を，乗算を行う関数

rec mult.λm.λn. if eq m 0 then 0 else n - (0 - mult (m - 1) n)

を例として説明せよ．(eq の定義は

eq ≡ λx.λy.if x>y then false else if y>x then false else true

とする．)

2. 以下の関数 ifzero は Church 数 n とふたつの λ項 t1, t2 を引数として，n が (Church

数の) 0 ならば t1 を返し，さもなければ t2 を返す．この動作を説明せよ．

ifzero ≡ λn.λt1.λt2. n (λx.t2) t1

3. Church numeral 上の指数関数を表現する λ 項を変数，λ抽象，関数適用のみを用いて
(つまり純粋な λ 計算の項として)定義し，指数関数を表現していることを説明せよ．


